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みゆきの四季雑感

シリーズ『こどもの給食よもやま話』その9
やはり中学校給食は最重要課題！
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福沢みゆきかけある記
　「食育は生きる上での基本であって知育・徳育及び体育の基礎となるべきもの」と食育基
本法にあります。文科省では学校給食を食育の生きた教材と位置づけ、地産地消率を上げる
など充実を図ると述べています。全員が食べる中学校給食は、県下14市の中、すでに９市が
完全実施済みです。亀山市教育委員会が2016年3月に中学校給食実施の方針を出してから
4年が過ぎました。あと2年もかけて多面的な検討をすると言いますが現在なんら具体的な
検討の経過は報告されていません。やると言いながら検討ばかりで具体的な計画もないの
は尾鷲市の１校と亀山市の2校のみです。一人一台タブレットもよいですが、それらの土台
になる学校給食をなおざりにしたままではその効果も十分に出ないのではないでしょうか。

　2月27日夕刻、新型コロナウイルス感染防止対策で突然の政府の一律休校要請をうけ、日
本中の大人たちは驚くほど迅速にその要請を受け入れました。亀山市も3月2日から一斉休
校となり、インフルエンザの学級・学校閉鎖の時とは異なり、放課後児童クラブ（学童保育所）
と保育所と放課後等デイサービスについては午前中から開所できるよう調整されました。
そこで、3月9日の代表質問では保育所・小学校・中学校・放課後児童クラブ（学童保育所）に
おける、こども一人当たりの面積を聞きました。小学校は人数により4.575～12.5㎡。中学校
は5.65～15.0㎡。保育所は0～1歳が3.3㎡、2歳以上が1.98㎡、一番狭いのが放課後児童クラ
ブで1.65㎡でした。学校よりも極端に狭い場所に一日中集まっていることから感染への不安
は増しますし、保育所の小さなこどもたちは手洗いなど困難です。何度聞いても、「感染予防
の観点から、こどもたちの命と健康を守るため一斉休校はやむを得なかった。」との答弁。そ
れならば保育所や放課後等デイサービス、放課後児童ク
ラブの子たちの命と健康も等しく守るべきではないか？
「仕事ができてありがたい。」との親の声も聞くのですが、
優先されるのは子どもの命と健康であり、格差をつけては
ならないのではないか？何度も問い直しています。こども
だけで留守番している子たちの日常も気になります。初め
てのことで状況は日々変わります。だからこそ、専門家の知
見をしっかりとりいれ、議論し、決定過程を明確にしておか
ねばならないと感じています。

一律休校に思う～どの子の命も守りたい

　別れと出会い、ステップアップの春ですね。子どもたちは新型コロ
ナウイルスのせいで卒業式もいつもとは違いましたね。でも、だから
こそ先生方は精いっぱいお祝いの気持ちをこめられ素晴らしい式に
なったのではないでしょうか。私からも子どもたちへ言葉を贈ります。
　卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。
　大人になって思うのは、子どもの頃の遊びの中でいろんなことを学んだのだなぁというこ
とです。夢中になって遊んだあの感覚はいつも自分を支えてくれています。大きくなっても、
楽しいこと、興味深いこと、いっぱいあると思います。どうか大切にしてくださいね。
　また、つらいことがあった時は、一人で絶望せず、
私たち大人のことも頼ってください。迷惑をかけて
ください。何度でも…。
　そして交通事故には気をつけてくださいね。自分
だけの命ではありません。いつも応援しています。

給食の会を作ります。
中学校給食実現のためお声をお聞かせください。

　妊娠中はつわりによる不規則な食生活やホルモン分泌の変化などにより虫歯や歯周病に
かかりやすいそうです。特に歯周病については低体重児出産や早産の原因になるなど母体
や赤ちゃんへの影響が大きいのです。今回、今までの14回の妊婦検診に加え、妊婦歯科検診
の予算が出ていました。鈴鹿市・津市・松阪市などすでに多くの市町でなされている、大切な
検診です。

子どもを産み育てるための予算

～小さな子どもでも視機能を簡単にチェック～

～妊婦歯科検診～

　近視や遠視・乱視・斜視などについて迅速にかつ正確に検査ができる機器（スポットビ
ジョンスクリーナー）を購入する予算がありました。主に三歳児検診で使う予定にされている
ようです。検診前に、あらかじめ親が家でランドルト環（視力検査のＣの字の輪っか）を用い
て検査をしていくのですが、子ども相手になかなかうまくできません。早期発見・早期治療と
いう原則に照らし、子どもの目の健康を守るために大切な視点だと思います。

学校給食を考える会（仮称）

日時：2020年　4月　19日　(日)
　　 10時 ～12時
場所：亀山市協働センターみらい 2階大会議室

連絡先 
福沢 みゆき

　本来、学校給食は学校給食法に実施義務が謳われている教育そのものであり、親やこども
の要望で左右されるものではありません。しかし、亀山中学校・中部中学校の生徒たちにも、
関中学校との格差を作らずきちんと給食をして欲しいという願いを、多くの市民が持ってい
ます。議会にも同じ思いを持つ議員がいます。党派を超えて中学校給食の実現に向け皆さん
と共に動きます。
　４月19日(日)10時から、協働センターみらい大会議室にて「学校給食を考える会（仮称）」
を開催します。まず給食の現状・中学校給食の実現についてお話をします。皆さんのご意見
もお聞かせください。

亀山市役所共産党会派室の一角

どなたでも参加していただけます


